
あなたの家にもある？
『古文書』という名の文化財

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その５２

あ
な
た
の
家
の
押
入
れ
の
奥
や

物
置
の
片
隅
に
、『
古
文
書

こ

も
ん

じ
ょ

』
と

い
う
名
の
文
化
財
は
眠
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
　

古
文
書
と
い
う
と
、
武
術
の
秘

伝
書
や
、
連
綿
と
つ
な
が
る
家
系

図
、
埋
蔵
金
の
あ
り
か
を
記
し
た

地
図
な
ど
を
連
想
す
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
ら
も
古
文
書
の
一
種
で
す
が
、

古
文
書
と
い
う
言
葉
に
は
、
も
っ

と
広
い
意
味
が
あ
り
ま
す
。

人
々
が
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

書
き
残
し
た
文
字
に
よ
る
記
録

は
、
す
べ
て
古
文
書
と
な
り
う
る

の
で
す
。
江
戸
時
代
以
前
の
古
い

も
の
は
も
と
よ
り
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
期
の
も
の
で
も
、
大
切

な
文
化
財
で
す
。

例
え
ば
、
何
か
も
の
を
買
っ
た

と
き
に
作
ら
れ
る
領
収
書
だ
っ

て
、
立
派
な
古
文
書
で
す
。
も
の

の
値
段
は
、
歴
史
の
生
き
証
人
。

あ
る
時
代
、
あ
る
地
域
で
、
あ
る

も
の
が
、
い
く
ら
で
売
買
さ
れ
て

い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と

同
時
に
、
そ
れ
が
残
さ
れ
た
家
の

歴
史
を
物
語
る
資
料
で
も
あ
る
か

ら
で
す
。

同
じ
よ
う
に
、荷
物
の
送
り
状
、

手
紙
、
電
報
送
達
紙
、
小
学
校
の

卒
業
証
書
、
税
金
の
納
付
書
な
ど

あ
り
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

も
の
で
も
、
古
文
書
と
し
て
多
く

の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

も
し
、
そ
う
し
た
も
の
が
残
さ

れ
て
い
た
ら
、
た
と
え
虫
食
い
だ

ら
け
だ
っ
た
と
し
て
も
、
捨
て
た

り
せ
ず
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。
そ
れ
以
上
傷
み
が

進
行
し
な
い
よ
う
に
箱
な
ど
の
容

器
に
入
れ
、
な
る
べ
く
湿
気
の
少

な
い
と
こ
ろ
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
上
で
、
年
に
一
回
程
度

日
陰
で
虫
干
し
（
風
通
し
）
を
す

る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
保
存
容

器
に
防
虫
剤
を
入
れ
、
虫
の
害
を

防
ぐ
こ
と
も
必
要
で
す
。

あ
な
た
の
家
の
文
化
財
を
、
ぜ

ひ
後
世
に
伝
え
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
保
存
方
法
や
、
取
り

扱
い
、
古
文
書
の
内
容
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課

文
化
財
担
当
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
度
伊
豆
の
国
市
民
文
化

祭
の
『
囲
碁
大
会
』
を
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

囲碁大会
参加者募集

平成二十一年度
伊豆の国市民文化祭

と
　
き

九
月
二
十
七
日（
日
）

九
時
三
十
分
〜

と
こ
ろ

大
仁
市
民
会
館
三
階

対
局
方
式

ク
ラ
ス
別
ハ
ン
デ
ィ
戦

参
加
費

五
百
円（
昼
食
代
、
賞
品
等
）

＊
小
・
中
学
生
は
参
加
無
料
で
す

が
、
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
み
方
法

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
段

級
位
を
明
示
し
、
は
が
き
ま
た
は

電
話
で
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
申

込
み
受
付
担
当
者
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
締
切

八
月
三
十
一
日（
月
）

地　区 担当者名 住　所 電話番号

伊豆長岡地区 鈴木盛夫 〒４１０‐２２０２天野４８９‐２ ０５５‐９４８‐００９１

韮山地区 川口　勝 〒４１０‐２１２３四日町９０９‐２ ０５５‐９４９‐１８５１

大仁地区 矢込和男 〒４１０‐２３１７守木３１６‐７ ０５５８‐７６‐０１５０

問
合
せ

社
会
教
育
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

市
民
文
化
祭
実
行
委
員
長（
大
橋
）

電
話
０
５
５
８（
７
６
）２
９
３
５

申込み受付担当者（はがきまたは電話にて申し込み）

古
文
書

こ

も

ん

じ

ょ

っ
て
何
？

昔
の
領
収
書
も
古
文
書

適
切
な
保
存
で

家
の
歴
史
を
後
世
に

写
真
右
・
明
治
時
代
の
領
収
書
、

写
真
下
・
明
治
時
代
の
貨
物
受

取
証（
と
も
に
江
川
家
蔵
）

15 ２００９．８．１いずのくに ２００９．８．１いずのくに

「ドラゴンとしんのすけ－自閉

症の天才イラストレーター」

テレビ金沢（編）／ワニブックス

お母さんは火を噴く
ドラゴン、お父さん

はライオン。絵を通して自分の気持
ちを伝える自閉症の伸之介と、真剣
に向き合う母。今を力強く生きる親
子の姿を追ったドキュメント。【中央】

「一手千両 なにわ堂島米合戦」
岩井三四二（著）／文藝春秋

「時のものがたり」

村松友視（著）／宝島社

亡くした母の秘密を
探す娘。奪われた妻
の面影を追い続ける

父。出雲を舞台に繰り広げられる、
新しい家族再生の物語。

【中央･韮山】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館　

江戸時代、天下の米市場･堂島で
仲買として相場を張る吉之助は、
幼馴染
おさななじみ

の敵を討つため、堂島きっ
ての凄腕･十文字屋に乾坤一擲

けんこんいってき

の
大勝負を仕掛ける。ウォール街も
顔負けの江戸マネーゲーム。【中央】

＊【 】内は所蔵館名

中央図書館…８月 ８日（土）１１：００～
長岡図書館…８月２０日（木）１４：３０～
韮山図書館…８月 ８日（土）、２２日（土）

いずれも１４：００～
＊おはなし会は赤ちゃん～小学校
低学年くらいまでが対象（事前申し
込み不要）。
＊毎月最終金曜日･祝日･年末･年始
などは３館共通の休館日です。詳
しくは月のカレンダー･図書館ホー
ムページなどをご覧ください。

14

問合せ

「厭
いや

な小説」

京極夏彦（著）／祥伝社

厭だ厭だ厭だ－。無
能な上司に対する
呪詛
じ ゅ そ

のような同僚の
繰り言にうんざりして帰宅した私
を、玄関で見知らぬ子どもが出迎え
た。これが底なしの悪夢の始まり。
「厭だ」で始まる連作小説集。【韮山】

「めだま」

山田洋次（著）

鈴木靖将（絵）／新樹社

目は心の窓と申しま
して。けちな大旦那

おおだんな

も病には勝てず、あの世へ旅立って
４９日。息子たちがひと息ついてい
るところへ訪ねてきたのは…？ちょ
っとこわい創作落語絵本。【長岡】

夏休みです！小学生の皆さん！
宿題は済みましたか？夏休みの終
わりごろに来て、調べたいことが
載っている本を借りようとした
ら、「『貸出中』どうしよう」なんて
ことがよくあります。宿題は、早
めがお勧めですよ！

（図書館司書　高橋）

中央図書館は、平成元年８月１２日に大仁
町立図書館として開館し、今年で開館２０年。
これを記念して、図書館の思い出や心に残る
本、大好きな本について、皆さんの思いを募
集します。
アンケートにお答えいただいた先着３００人

に記念品を贈呈します。
募集期間 ８月１２日（水）から１カ月間
応募方法 中央図書館にあるアンケート用紙

に記入し、カウンター職員に渡し
てください。

＊
本
年
度
の
『
将
棋

大
会
』
は
、
都
合

に
よ
り
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

おはなし会




